
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：令和８年４月 15 日  

学校名：県立保土ケ谷支援学校  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 16 日実施） 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 26 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①自立と社会参

加を目指し、一人

ひとりの確かな学

びを 支え る 教 育

課程を編成する。 

 

②児童・生徒のい

のちを守る教育を

推進する。 

①児童・生徒が自

立と社会参加を意

識し、身につけた

い力について学べ

る教育内容の充実

を図る。 

②交通安全や防災

教育、人権教育と

いった「いのちを

守る」教育を学校

生活全般で実践す

る。 

①学びの連続性を踏まえ

た年間授業計画をいか

し、情報機器を効果的に

活用した授業実践を推進

する。 

 

②発達段階に応じて内

容・場面を工夫し、各学

部で「いのちを守る」観

点で指導を進める。 

 

①「身につけたい

力 」 の 育 成 に 向

け、実態に応じた

授業を実践できた

か。 

 

② 「 い の ち を 守

る 」 指 導 を 実 践

し、必要な知識・

技能を育成できた

か。 

 

①校内研究や情報機

器活用により身につ

けたい力について学

べる教育内容を充実

させた。 

 

②通年で防災訓練を

本校・分教室で実施

した。 

①児童・生徒の実

態変化に応じて柔

軟に対応できる教

育課程と指導内容

の整理。 

 

②防災訓練の継続

及びいのちを守る

教育のアップデー

ト。 

＜学校運営協議会＞ 

①評価基準を満たした。

取組を継続してほしい。 

＜保護者ｱﾝｹｰﾄ評価＞ 

①「将来の自立につなが

る学習内容提供」肯定評

価 87％ 

②「安全・防災に配慮さ

れた取組」肯定評価

88％ 

①校内研究や情報機器

活用により身につけた

い力について学べる教

育内容を充実させた。 

 

②通年で防災訓練を本

校・分教室で実施し

た。 

①児童・生徒の実態変

化に応じて柔軟に対応

できる教育課程と指導

内容の整理。 

 

②防災訓練の継続及び

いのちを守る教育のア

ップデート。 

２ 

（幼児）・児

童・生徒指導・

支援 

①アセスメントを

踏まえた児童・生

徒一人ひとりの教

育的ニーズに応

じた指導や支援

を組織的に実践

する。 

①アセスメントを

授業づくりに反映

し、系統性を踏ま

えた授業改善を推

進する。 

①標準検査や日常場面に

おける行動観察の情報を

もとに、校内研究をいか

した指導を行う。 

①アセスメント結

果を授業づくりに

反映し、授業改善

を実践できたか。 

①アセスメント研修

を踏まえた校内研究

において 97％の職員

が系統性を考える機

会になったと回答し

た。 

①引き続きアセス

メント研修を行

い、児童・生徒の

ニーズに応じた指

導に活かす。 

＜学校運営協議会＞ 

①評価基準を満たした。

取組を継続してほしい。 

＜保護者ｱﾝｹｰﾄ評価＞ 

①「実態を的確に把握し

た目標・手立て設定」肯

定評価 93％ 

①アセスメント研修を

踏まえた校内研究にお

いて 97％の職員が系

統性を考える機会にな

ったと回答した。 

①引き続きアセスメン

ト研修を行い、児童・

生徒のニーズに応じた

指導に活かす。 

３ 進路指導・支援 

①障害のある児

童・生徒及び関

係者が将来の社

会生活に見通し

を持てるように

するとともに、

本人参加による

進路選択の実現

に向けた進路指

導・支援を行

う。 
 

①児童・生徒一人

ひとりの進路支援

に向けて、教員の

知識の向上を図

る。 

 

 

②校内や地域に向

けた卒業後の進路

や地域生活に関す

る情報発信の充実

を図る。 

①教員対象の研修(学習会

や見学会)を実施する。 

 

 

 

 

 

②学校運営協議会の切れ

目ない支援部会とも連携

し、地域と共に学ぶ機会

を設定する。 

①学部等の実態に

即した研修会(学習

会や見学会)を実施

し、進路支援に対

する教員の知識・

理 解 が 深 ま っ た

か。  

②福祉や進路に関

する情報を校内お

よび地域の方へ発

信し、一定の評価

を得られたか。 

①７月を中心に複数

回学部会等で進路研

修を実施し、教員の

知識向上を図った。 

 

 

 

②12 月のタウンフェ

スタや学部通信、ホ

ームページ等で進路

に関する情報を発信

した。 

①新たな制度を含

め情報を共有し適

切な進路支援を行

う。 

 

 

 

②情報発信の機会

を確保し手段の工

夫により発信内容

及び範囲を広げ

る。 

＜学校運営協議会＞ 

①②評価基準を満たし

た。取組を継続してほし

い。 

＜保護者ｱﾝｹｰﾄ評価＞ 

②「進路に関する情報発

信」肯定評価 88％ 

①７月を中心に複数回

学部会等で進路研修を

実施し、教員の知識向

上を図った。 

 

 

 

②12 月のタウンフェ

スタや学部通信、ホー

ムページ等で進路に関

する情報を発信した。 

①新たな制度を含め情

報を共有し適切な進路

支援を行う。 

 

 

 

 

②情報発信の機会を確

保し手段の工夫により

発信内容及び範囲を広

げる。 

４ 地域等との協働 

①共生社会の実

現を目指し、地

域と連携し、地

域の支援を充実

さ せ る と と も

に、地域と連携

した学校づくり

を推進する。 

 
 
 
 

①特別支援教育の

ノウハウを地域へ

発信するととも

に、地域を支援す

る校内人材の育成

を図る。 
 
 
 
②交流学習や地域

との協働活動を進

める。 

①センター的機能をいか

し、教材教具や支援の手

立て等に関する情報を巡

回相談やホームページ、

研修会等を通じて発信し

ていく。 

 
 
 
②地域との連携・協働を

進めるために、各学部・

分教室で色々な形での交

流学習に取り組む。 

①地域との連携や

協働を通じて、校

内の人材育成を図

る こ と が で き た

か。 

②地域に向けて情

報を提供し、一定

の評価を得ること

ができたか。 
③交流学習および

地域との協働活動

により地域との連

携を進めることが

できたか。 

①巡回相談を 25 校

31 回実施した。 

 

 

 

②「てとてだより」

を年４回発行し、地

域向け研修会を５回

行った。 

②近隣小中高校との

交流学習を実施し

た。学校公開には

200 名が来校した。 

①引き続き巡回相

談や公開研究発表

会等で職員が地域

に情報発信する。 

 

②研修会に加え

「すぐーる」等を

活用した情報発信

を検討する。 

②引き続き近隣校

との交流学習を実

施する。 

＜学校運営協議会＞ 

①②評価基準を満たし

た。取組を継続してほし

い。 

＜保護者ｱﾝｹｰﾄ評価＞ 

①「学校と地域の連携」

肯定評価 68％ 

②「地域や保護者への情

報発信」肯定評価 78% 

①巡回相談を 25 校 31

回実施した。 

 

 

 

②「てとてだより」を

年４回発行し、地域向

け研修会を５回行っ

た。 

②近隣小中高校との交

流学習を実施した。学

校公開には 200 名が来

校した。 

①引き続き巡回相談や

公開研究発表会等で職

員が地域に情報発信す

る。 

 

②研修会に加え「すぐ

ーる」等を活用した情

報発信を検討する。 

 

②引き続き近隣校との

交流学習を実施する。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 16 日実施） 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 26 日実施） 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 

学校運営 

①安全な環境を

整備し、安心し

て学ぶことがで

きる学校づくり

を推進する。 

 

 

 

 

② 教 職 員 が 児

童・生徒と向き合

う時間を確保する

ため、職員の働き

方改革を推進す

る。 

①教育環境を計画

的に改善し安全を

確保する。 

 

②教職員の人権意

識の向上を図る。 

 

 

 

③業務の整理や効

率的な業務の遂行

方法等を検討し、

働き方改革を進め

る。 

①教育環境の整備を進

め、安全上必要な対策に

ついて職員間で共有す

る。 

②不祥事防止研修や人権

研修等を実施し、学部ご

とにテーマを設定し話し

合う機会を持つ。 

 

③前年度の実績を踏ま

え、各学部・グループで

業務の見直しを進める。 

①教育環境の整備

や改善を図ること

ができたか。 

 

②研修会実施後、

学部ごとにテーマ

を設定し取り組め

たか。 

 

③各学部・グルー

プで業務の見直し

に取り組み、効率

化を進めることが

できたか。 

①ICT 機器の配置と

11 月の活用研修によ

り教育環境を改善し

た。 

②７月の人権研修や

毎月の職員会議等で

人権意識向上を図っ

た。 

 

③Teams のチャット

やオンライン会議シ

ステム活用による業

務効率化を図った。 

①プレハブ建設工

事対応及び完成後

の活用を円滑に行

う。 

②人権研修を実際

の指導や業務にい

かすよう意識向上

を図る。 

 

③統合型校務支援

システム導入を円

滑に進め、効果的

に活用する。 

 

＜学校運営協議会＞ 

①②評価基準を満たし

た。取組を継続してほし

い。③は概ね評価基準を

満たしている。 

＜保護者ｱﾝｹｰﾄ評価＞ 

①「ICT 機器の授業での

活用」肯定評価 76％ 

②「人権に配慮した取

組」肯定評価 88％ 

 

①ICT 機器の配置と 11

月の活用研修により教

育環境を改善した。 

②７月の人権研修や毎

月の職員会議等で人権

意識向上を図った。人

権意識の更なる向上が

課題 

③Teams のチャットや

オンライン会議システ

ム活用による業務効率

化を図った。働き方改

革について組織的な取

組が必要。 

①プレハブ建設工事対

応及び完成後の活用を

円滑に行う。 

②人権研修を実際の指

導や業務にいかすよう

意識向上を図る。 

 

 

③統合型校務支援シス

テム導入を円滑に進

め、効果的に活用す

る。 

 

  


